
佐久市埋蔵文化財調査報告書第 50集

藤塚遺跡Ⅲ
長野県佐久市大字塚原字藤塚遺跡発掘調査報告書

1997.3

与志本林業株式会社

佐久市教育委員会



佐久市埋蔵文化財調査報告書第 50集

FUZIZUKA

長野県佐久市大字塚原字藤塚遺跡発掘調査報告書

藤塚遺跡Ⅲ

1997.3

与志本林業株式会社

佐久市教育委員会



例   言

1 本書は平成 8年度与志本林業株式会社による資材置場造成工事にともなう、佐久市大字塚原

に所在する藤塚遺跡Шの発掘調査報告書である。
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3 調査主体者 佐久市教育委員会 教育長

4 遺跡名及び発掘調査所在地籍

藤塚遺跡Ⅲ (略称TFZIII)  佐久市大宇塚原字藤塚1545-1外

5 調査期間  平成 8年 4月 15日 ～平成 8年 4月 22日 (現場作業 )

平成 8年 12月 10日 ～平成 9年 3月 31日 (整理作業 )

6 面  積  200m2

7 調査体制  教  育  長  依田 英夫

教 育 次 長  市り|1源

埋蔵文化財課長  北沢 元平

管 理 係 長  糊沢 慶子

埋蔵文化財係長  大塚 達夫

管 理 係 田オす 不日広

埋蔵 文化財係  林 幸彦 三石 宗一 須藤 隆司 小林 員寿

羽毛田 卓也 冨沢 一明 上原 学

調  査  員  小林 百合子 花里 四之助 花里 三佐子

比田井 久美子 細谷 秀子 武者 幸彦

8 第Ⅱ章   遺跡周辺の地形・地質は佐久市埋蔵文化財調査報告書第26集「藤塚古墳群・藤

塚 H」 と大半が重複するため若千の修正を得て掲載 した。

9 本書の執筆・編集は上原が行った。

10 本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡   例

1 遺構の略称  H― 竪穴住居址 D―土抗

2 挿図の縮尺  遺構  竪穴住居址1/80 土抗1/60  遺物  土器1/2

3 遺構の標高は各遺構ごとに統一し、水糸高を標高とした。

4 土層・遺物等の色調は「新版標準土色帖」による。
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第 I章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯と経過

藤塚遺跡は佐久市大字塚原・常田に所在 し、標高670m付近の比較的平坦な台地上に位置する。

遺跡の西方には千曲川が北方から南方に流れてお り、遺跡の南方を東方から西方に流れる湯川 と

遺跡の北西 2 km付近で合流 している。

藤塚遺跡内では、昭和62年 に佐久市埋蔵文化財センターによって、新町工場用地進入路新設工

事に伴う試掘調査が行われ、土器を数片出土 した他、平成 3年には佐久市教育委員会によって、

与志本林業株式会社による資材置場・加工場建設にともなう調査が行われ、古墳及び古墳時代の

住居址など多 くの遺構が確認されている。

今回、与志本林業株式会社による、資材置場造成事業が行われることとな り、試掘調査 を行っ

た。その結果遺構の存在が認められたため、記録保存を目的とし与志本林業株式会社から委託を

受けた佐久市教育委員会が主体 とな り、発掘調査を行 う運びとなった。

口”ζ多11ヒ
畝郡

第 1図 佐久市位置図 第 2図 藤塚遺跡Ⅲ位置図 (100,000)
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第 3図 遺構配置図 (1:2,500)
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第H章 遺跡の立地と基本層序

第 1節 遺跡周辺の地形・地質 0基本層序

佐久市付近の地質図を見ると、東側には第二紀の荒船火山を合む関東山地に連なる山々がある。

西側の千曲川左岸は、第二紀の小諸層群の上を八ヶ岳火山類が覆い御牧原に連なっている。この

間に広がる佐久平は、滑津川より北では第一軽石流と塚原泥流が分布 している。御代田町
`馬瀬口

から小諸市森山を結ぶ線から北では第二軽石流があらわれる。佐久平北部で特徴的な田切地形は、

第一、第二軽石流の分布域に限られており、ほぼ、北東から南西の方向に刻まれている。北東方

向の追分原に田切地形が消滅 しているのは、おもに1108年 の噴出による追分火砕流によって田切

が埋めつくされたからである。岩オす田の住吉町から長土呂にかけて、また、長土呂の西・常田の

北の辺りで田切地形が消滅 しているのは、ここより南は、いわゆる「塚原泥流」の分布域で第一

軽石流が及んでいたからである。塚原泥流、第一軽石流、第二軽石流、追分火砕流はいずれも浅

間山の崩壊物質と噴出物であり、この順に新 しくなる。

塚原泥流堆積物は岩村田の西方から千曲川までの間の約10平方キロメー トルに分布 している。

発掘調査地点は塚原泥流の西の端に近 く、流山の最西端である。「塚原泥流」の語感は多量の水の

存在を連想させるが、実体は黒班成層火山の東狽1で発生 した大規模な水蒸気爆発により崩壊 した

山体の堆積物であり、乾いて冷たい「岩暦流」であった。ここには、高さ数メー トルから数十メー

トルの「流れ山」が数多く見られるのが特徴で、塚原、平塚、赤岩などの地名は、いずれもこの

地形によるものである。後述するように、ここは岩暦流の末端近 くで周辺に比べて高かったので

ある。

現在見られる「流れ山」の地形は、凹凸の激 しかった堆積物の表面を新 しい沖積堆積物が覆っ

たために最 も高い突起部だけが小丘として残ったものである。「流れ山」はその分布域の東側のも

のは比較的小さく、幾つかは圃場整備で姿を消している。西側の常田周辺では大きなものが多く、

居住として利用されているものも多い。「流れ山」の形成された年代、すなわち、黒班山が比高500

mに及ぶ山体崩壊に見舞われたのは炭素14法による測定で約22,500年前のことである。これは 4

つの試料について京都産業大学で行われた測定値の平均で、中佐都小学校出土のそれは23,400±

300B、 Pであった。試料の採取地点は根々井の湯川右岸、三河田の滑津川右岸と中佐都小学校の

地下である。

塚原泥流堆積物の厚さは中佐都小学校で約20メ ー トルである。小学校建設にともなうボーリン

グ・コアが保管されており、地下19.5メ ー トル以深には当時の地表面が姿を表す。当時の地表面
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は多くの有機質を含み高層湿原の様相を呈 していたようにみえる。このサンプルを野沢北高等学

校生物クラブが花粉分析を行ったが、それによると、ハンノキ 。カンバ 。モミ・ツガ属の花粉の

他にマツ・イネ科の花粉も検出されている。当時がヴュルム最終氷期の最寒冷期に近かったこと

をこれ等の花粉 も裏づけている。現在の気候では標高1500メ ー トルぐらいに相当するように見え

る。20メ ー トルの深さにはAT(始良テフラ :約22,000年前の鹿児島湾最北部起源の火山灰)が

確認できる。

「塚原泥流」の西側を除く北 。東 。南倶1に は約13,600年 前噴出の第一軽石流が分布 している。

この時の噴火で多量の火山灰が成層圏まで吹き上げられ、上空の偏西風にのって北関東の広い範

囲に板鼻黄色軽石層 (YP)を堆積 させた。

上空まで上昇 しきれずに途 口から火日付近に

落下した多量の火山灰と軽石は、自から発す

るガスとの混合物 となって高速の火砕流 とな

り佐久平を完全に埋めつ くした。第一軽石流

は厚いところは30メ ー トルに達するが、これ

によって千曲川が堰 とめられて大 きな湖が出

現 したことは湯川 と滑津川の河岸で水成層 と

して認めることができる。第一軽石流が塚原泥流を避けた理由は次のとおりである。塚原泥流は

その先端近 くに小高い堆積丘を残した。その後の第一軽石流は地表の凹凸を埋め、なだらかな現

在見られるような地表面を作った。長土呂地籍の北の深井戸では地下25メ ー トルの第一軽石流が

埋めて平滑化されたことを意味するのである。

以上佐久地域周辺の地形地質等について述べてきたが、今回の調査区地域の地形・地質基本層

序等について若千述べておく。調査対象地域は小高い丘状を呈 し、付近には平成 3年に調査され

た藤塚古墳を始め、多くの古墳が存在する。

このため調査区一帯の小高い地域は以前から

古墳であろうと考えられていた。 しか し、発

掘調査に先立ち試掘調査 を行った結果、この

墳丘 と見える丘は、先にも述べたような塚原

泥流の上面を第一軽石流が覆った際に残った

小高い丘であり、この地域特有の「流れ山」

であることが確認できた。 よつて、今回の調

査区の層序は、基本的には塚原泥流 とその上面を覆う

面に耕作土が覆うという形であることが認められた。

0.5m

I層  10YR3/2黒 欄色土

表土

II層  10YR2/3黒 褐色土

粘性 な し、小礫 多量

に含む。粒粗 い。

Ⅲ層 10YR5/6黄 褐色土

パ ミス、礫合む。

(Pl層 )

第 4図 基本層序模式図

写 2 藤塚遺跡Ⅲ遠景
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第Ⅲ章 遺構 と遺物

第 1節 竪穴住居址

Hl号 住居 llL

遺構はG― おグリット付近の緩斜面上

に位置 し、遺構の南側は農道によってそ

のほとんどを削 り取 られている。

残存規模は住居llL全 体の 3分の 1程度

であり、深さは10cm内外を測る。平面形

は隅丸の方形を呈 していたと思われる。

床面は僅かに堅さを持つが、確認された

床面 も畑作による多くのピットなどによ

り破壊 されている。炉などの施設は確認

できなかったが床面上から多 くの土器片

を出土 した。これらの遺物は上師器を中

′いとしたもので、 1は甕の底部で内面が

赤色である。 2は不または高不の不部 と

考えられ内外面 ともにミガキを施す。 3

は甕の日縁、 4は甕の頸部である。 5～ 18は甕の体部、19～ 26は同じく甕の体部だが、内面が赤

色である。27、 28は甕の底部で内面は赤色である。29は甕の体部で外面赤色塗彩を施す。

⑦

Ａ

一

676 500nl

9           ( 1  : 80 )          7111

第5図 Hl写‐住居址実測図

写 3 Hl号 住居llL 1号住居址遺物出土状況
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第 6図 Hl号 住居址出土遺物実測図

写 5 Hl号 住居址出土遺物
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28

写 6 Hl号 住居址出土遺物
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第 2節

1号土抗

1

第7図  Dl号土坑実測図

2号土坑

土抗

10 YR3/2黒 褐色Ji、 ロー′、、パミス合む。粘性なし。

676 900nn
O       (1 :60)       2nぅ

遺構はF― うグ リットに位置 し、遺構の北側の一部

をカクランによって切 られる。

規模は南北1.6m、 東西1.4m、 深 さ30cmを 測る。平面

形は隅丸長方形を呈 したとわれる。遺物は認められな

かった。遺構の時期は不明である。

写 7 Dl号 土坑

遺構はG― えグリットに位置する。南北16m、 東西

1.9m、 深さ44cmを測る。平面形は隅九方形である。遺

物は縄文土器片を 2片 を出土たが、資料が僅かなため、

遺構の時期決定には至らない。

Ｂ
一

Ｂ
一

Ａ
一

黒褐色上、ローム、パミス合む。粘性なし。

676900m
O         ( 1 : 60)

第 8図  D2号 土坑実測図

2m
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第 9図  D2号 L坑出土遺物実測図

1

写 9 D2号 土坑出土遺物

第 3節
慟

‐

‐

　

　

　

　

　

　

　

　

′

′

‐

齢

（議
ヽ

′

2

第 10図 遺構外出土遺物実測図

平成 4年度に調査 した藤塚遺跡Ⅱからは 3軒

の竪穴住居llLが検出された。この住居址の年代

は、出土 した遺物の特徴から古墳時代前期 とさ

れている。今回、藤塚遺跡Ⅲの調査によって竪

穴住居址 1軒を検出した。この住居JILは ほとん

どが農道及び耕作によって破壊 され、炉址ある

いはカマ ドも確認することができなかった。 し

か し、遺物は土師器の甕を中心に出上 しており

中には甕の表面に赤色塗彩を施すもの、顔料を

入れたためか内部が赤 く染まっているもの等が

出土 している。このため、Hl号住居址は、以

前発掘 された古墳時代前期の住居址 と、さほど

年代差のない時期の ものと考えられる。

めとま

写 10 遺構外出土遺物
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写 11 藤塚遺跡lI曜物出土状況

写 12 藤塚遺跡 III調 査区全景
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